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史料地震と震源過程

How to infer the source process from historical earthquake damage data
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歴史地震史料から震源過程を推定することの可能性を探る。そのために明治から昭和にかけての震度分布、被
害分布、振動方向のデータを利用する。最近の震源過程の研究では震源過程の詳細が逆問題として解かれている
が明治期や昭和にかけての地震では地震観測網が不十分であるためにあまりわかっていない。ここでは動力学モ
デルによるシミュレーションを使っていくつかの代表的震源破壊過程に対する強震動の性質、地表での振動方向
の特徴や強震動の空間パターンを求め、これを現実の地震史料に応用することで、震源過程を推定した。扱った
地震は、濃尾地震、丹後地震、北伊豆地震、福井地震、兵庫県南部地震などである。

歴史地震史料から震源過程を推定することの可能性を探る。そのために震度分布、被害分布、振動方向のデー
タを利用する。ここで使ったのは、主に明治から昭和にかけての地震被害調査である。最近の震源過程の研究で
は震源過程の詳細が逆問題として解かれている。しかし明治期や昭和にかけての地震では地震観測網が不十分で
あるためにあまりわかっていない。そこで予め、いくつかの基本的な震源過程に対して、地表の強震動の特徴。
特に地動速度振幅の分布や地動地震波の振動方向の空間的特徴を計算しておき、それをデータと比べることで震
源過程の推定を行う。計算は３次元４次精度差分法でありStaggered Gridを使っている。なお震源は動力学モデル
を使っており、従来の研究で使われているような非物理的な運動学モデルは採用しなかった。日本の内陸地震に
多く見られるStrike Slip断層での地震に関しては、断層破壊がバイラテラルかユニラテラルかによってまた断層の
下から上に伝播したかどうかが振動方向の空間的特徴を決める重要な要素であることがわかった。バイラテラル
では断層両端付近に断層直交方向の強い振動が現れ、断層中央部では断層平行方向の振動が強くなる。また断層
が下から扱った地震は、断層平行方向の震動が卓越することがわかった。このような結果から、濃尾地震、丹後
地震、北伊豆地震、福井地震、兵庫県南部地震などを扱う。これらの地震は大まかには震源過程が推定されてい
るので、得られた震源過程が正しいかのチェックとなる。福井地震に関しては、震源過程の研究に本研究の結果
を併せて解釈すると地震波解析では波形データが不十分でわからなかったアスペリティ内の破壊についても推定
できた。結論として地震史料から震源過程推定の可能性はあることがわかった。特に振動方向が墓石・樹木の転
倒方向などから推定できる場合には有効であった。


